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・解析により、正方形金属パッチの構造を有する、0.3 THz帯無偏光・ゼロ屈折率・無反射なメタサーフェスを確認した。
・今後は設計した素子を作製し、テラヘルツ時間領域分光法を用いて、偏光特性の測定を行う。

比誘電率と比透磁率を同値かつ0に近づけることで、

ゼロ屈折率・無反射メタサーフェスを設計できる。

・金属パッチ: 銅
(複素導電率 σ = 5.87×107 + j 2.84×106 S/m)

・誘電体基板: シクロオレフィンポリマー
(屈折率 n = 1.53 + j 0.0012)

解析により、ゼロ屈折率メタサーフェスとして機能していることを確認した。

解析により入射波の偏波方向を回転させ、0.312 THzにおいて無偏光・ゼロ屈折率・無反射な特性を有することを確認した。

応用例
・高速無線通信
T. Nagatsuma  et  al.,  Nat.  Photonics 10(6),  

371–379 (2016).

・テラヘルツイメージング
D. M. Mittleman, Opt. Express 26(8), 9417–

9431 (2018).

s と l を変化させて解析し、ゼロ屈折率・無反射となるパラメータを設計した。

設計周波数0.312 THzで磁性の損失と誘電性の損失の和が
𝜔𝜀0 𝐸
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𝜀𝑟 𝐼𝑚 𝜇𝑟 + 𝜇𝑟 𝐼𝑚(𝜀𝑟) > 0

よりエネルギー保存則を満たしていることを確認

目的
テラヘルツ波帯

におけるゼロ屈折率
メタサーフェスの設計

実験予定の素子
1.厚さ50mmのシクロオレフィンポリマー両面
に、スパッタ成膜により銅を成膜した。
2.成膜フィルムをエッチング加工することで
作製。
3.テラヘルツ時間領域法分光装置(Toptica

Photonics社 TeraFlash)を用いて、
光学特性の評価を行う。

T. Suzuki, and H. Asada, Opt.

Express 28(15), 21509–21521 (2020).

屈折率 𝑛 = 𝜀𝑟 ∙ 𝜇𝑟 比インピーダンス 𝑍𝑟 =
𝜇𝑟

𝜀𝑟

①磁性の損失 ②誘電性の損失 ① + ②

● 0.312 THz

設計パラメータ×

K. Ishihara and T. Suzuki, J. Infrared  Millim. 

Terahertz Waves 38(9), 1130–1139 (2017)..


